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   本年度1回目の古本市を3月4

日(土)に、ボランティアの皆様や

商工会事務局のご協力により、

三水会センター会議室にて、無

事開催することができました。今

回の収益は、寄付を合わせて$ 

1,316 となりましたこと、ここにご報告申し上げます。古本市にご来場いただ

いた皆様、ボランティアの皆様、また貴重な本をご寄付くださった皆様には

この場をお借りして心よりお礼を申し上げます。 

数字の暗記もこれでクリアできそう、とLone Star Collegeの学生テミダヨさ

ん。Lone Star Collegeは昨年創立50周年を迎えたCommunity College。8

つのキャンパスに82,000人ほどの学生が受講しています。2020年3月初旬

以降、オンライン/リモートの授業になり、日本語に直に触れられる古本市

のボランティアを楽しみにしてくれていたようです。テミダヨさんが受ける初

級レベル1では日本語の平仮

名50音を手書きで提出する宿

題があるそうで、わずか2か月の

コースなのにこんなに上手に書

けています。 

   34年間補習校の先生を務め

た熊谷先生は6年前に退職さ

れ、そのころから古本市のボラ

ンティアに参加 されるようになり

ました。その当時の古本市は、

フロアに並べられた段ボール

ボックスから購入したい本を

拾っていく方法だったそうで

す。古本市に来て驚くのは、幼

児教育、日本文学などジャンル

別に分けられ、文庫本はさらに

50音順に並べられていて、自分

が探している本に行きつきやすいよう、よく配慮されていることです。ボラン

ティアを通して、普段あまり触れ合うことのない若い世代の日本人や日本

語を学ぼうとする現地の人たちに会えるのが嬉しいです。 

   ボランティアとしてご興味のある方は下記連絡先までご連絡ください。 
 

商工会事務局  sansuikai@jbahouston.org 

熊谷先生と学生さん 

  皆様こんにちは。4月、新生活を始める時期で新しく赴任された方も多い

のではないでしょうか。我が家は2019年秋に渡米して参りました。夫は8か

月先に赴任していた為、イヤイヤ期真っ盛りの2歳長男、生まれたばかり2

か月の娘をひとりで連れて、ヒューストンの地へ降り立ったことを昨日のよう

に思い出します（ワンオペ飛行機、人生の中でも1、2を争う辛い出来事で

した．．．）。その後2022年冬に次女が生まれ、5人家族、周りの皆様に助

けられながらなんとかアメリカ生活を楽しんでおります。 

 さて、私。長く勤めていた会社も辞め、英語もろくに話せない中、赤ちゃ

んを含めた未就学児の育児をしながらの慣れない海外生活。楽しみがなく

てはやってられない！ということでアメリカ生活では旅行に沢山行きたいと

思っておりました。そして今回念願のディズニークルーズへ行き、想像以

上に楽しい経験になりましたので、おすすめポイントをシェアさせていただ

ければと存じます。 

 まずおすすめしたいのが、ガルベストン発があるということ。飛行機に乗ら

ずに車で港まで行け、帰りも車ですぐ帰ってこられるのは想像以上に快適

です。費用もフロリダ発より割安です。そしてチャイルドケアが充実している

こと。おむつが外れている3歳以上のお子さんは、なんと無料で預け放題。

しかもキッズルームもディズニー仕様でプログラムも充実、キャラクターと一

緒に遊ぶ機会もあり、子どもたちに大うけです。私の息子は「どうか僕を

キッズルームに預けてください！」と懇願してくるほど。3歳未満のお子さん

の預かりは有料ですが、１時間９ドルと激安。私たちは毎ディナータイムに

末っ子を預けられたため、ゆっくりとディナーを楽しむことができました。 

  また、クルーズ内はキャラクター天国。毎時間キャラクターグリーティング

の機会があり、テーマパークよりも、少ない時間で沢山のキャラクターと触

れ合うことができます。空調の効いた船内なので待ち時間も快適。決まっ

た時間以外でもそこら中にミッキーやミニーといったキャラクターがまさに

「うろちょろ」しており、お話したり、写真を撮ったり。プリンセスたちも乗船し

ているので、ドレスを持参して写真を撮ることをお勧めします。定額でプロ

による写真が撮り放題というプランもあるので、家族写真の代わりにもでき

ます。 

   さらに船内プログラムも大充実。毎晩行われるミュージカルは全てクオリ

ティが高く、もう一度見るためにまた乗船したい程です。現在ガルベストン

発のマジック号では「TANGLED」 のミュージカルが上映されていますが、

これをラプンツェル好きの娘に見せることができたのは本当に良かったで

す。今でも「楽しかった、また行きたい」と言ってくれます。他にもビンゴや

映画など様々なプログラムがあり全部楽しみ切れないほど充実していま

す。余談ですが、我が家はビンゴで大当たり。ちょっとしたお土産代をゲッ

トできました。 

   クルーズ船のお楽しみ、食事も素晴らしかったです。アルコール飲料と

一部の食事以外は全て旅費に含まれている為、食べ放題！自分の胃袋と

の闘いに勝てば、いくらでも楽しむことができます。我が家は「食べる才能

があってよかった・・・」という程食べまくり、胃が丈夫な自分たちに感謝しま

した。船酔いを心配される方が多いと思いますが、船内中央の客室にした

為か、我が家は全く酔わずに済みました。船尾サイドでは揺れを感じまし

たので、中央の客室をお勧めします。 

 チャンスがあればまた必ず行きたいと思います。

出発90日前まではキャンセル料も無料のようなの

で、興味がある方はとりあえず予約してみることを

お勧めします。皆様も楽しいクルーズ旅行を！ 

第222回 鈴木麻由 さん 
駐妻のヒューストン日記 

古本市のご報告 

クローズアップ！古本市の舞台裏  
 

Itchy (いち), Knee (に), Sun (さん)、って英語のこどばに 

当てはめると、覚えやすいでしょ、と話しかける 

ボランティアの熊谷先生 

後片付けのボランティア: 半数は現地で日本語を学んでいる方たち 
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